
創・省エネでスマートな低炭素社会へグリーンフォーラム２１環境シンポジウム
　
日
刊
工
業
新
聞
社
の
グ
リ
ー
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム

は

月

日
、
東
京
・
一
ツ
橋
の
如
水
会

館
で
「
創
・
省
エ
ネ
で
ス
マ
ー
ト
な
低
炭
素
社
会
へ
」
を
メ
ー
ン
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
た
。
茅
陽
一
東
京
大
学
名
誉
教
授

グ
リ
ー
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム

座
長

が
「
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
に
向
け
て
」
と
題
し
て
基
調
講
演
。
「
今
後
は
民
間
の
技
術
開
発
だ
け
で

な
く
、
法
規
制
や
公
的
補
助
な
ど
の
役
割
が
よ
り
重
要
に
な
る
」
と
指
摘
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
住
環
境
計
画
研
究
所
の
中
上
英
俊
所
長
、
建
築
研
究
所
の
村
上
周
三
理
事

長
、
横
浜
市
の
信
時
正
人
温
暖
化
対
策
統
括
本
部
長
、
北
九
州
市
の
松
岡
俊
和
環
境
局
環
境

未
来
都
市
担
当
理
事
が
参
加
。
次
世
代
環
境
都
市
づ
く
り
が
も
た
ら
す
効
果
に
つ
い
て
活
発

に
議
論
し
た
。

茅
陽
一
東
京
大
学
名
誉
教
授
（
グ
リ
ー
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
１
座
長
）

動
き
始
め
た
次
世
代
環
境
都
市
づ
く
り

中上氏

村上氏

強
力
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
必
要
…
中
上
氏

松岡氏

信時氏

村上氏
将
来
目
標
の
共
有
が
重
要

　
環
境
モ
デ
ル
都
市

内
閣
官
房

が
成
功
し
た

主
な
要
因
と
し
て
、

選
ば
れ
た
自
治
体
が
高
い

誇
り
を
持
っ
て
真
剣
に
取
り
組
ん
だ

補
助
金
に

依
存
せ
ず
、
自
助
努
力
で
自
律
的
発
展
モ
デ
ル
の
構
築
に

努
力

市
民
参
加
を
促
し
、
市
と
市
民
の
共
同
作
業
と
し

て
取
り
組
ん
だ

内
閣
官
房
事
務
局
に
よ
る
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
が
機
能
―
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
次
世
代
環
境
都
市
実
現
の
必
要
性
と
し
て
、
原
発
事
故

と
深
刻
化
す
る
環
境
問
題
、
高
齢
化
を
は
じ
め
、
世
界
に

先
ん
じ
て
日
本
が
抱
え
る
課
題
が
あ
る
。
ま
た
、
行
政
の

過
度
な
縦
割
り
シ
ス
テ
ム
な
ど
打
破
す
べ
き
日
本
社
会
の

閉
塞
状
況
が
実
現
の
バ
リ
ヤ
ー
と
な
っ
て
い
る
。

　
環
境
未
来
都
市
は
、社
会
経
済
活
性
化
実
現
に
向
け
、

ビ
ジ
ョ
ン
構
築
と
そ
の
実
現
を
目
指
す
。環
境
価
値
、社
会

的
価
値
、経
済
的
価
値
の
３
つ
の
価
値
創
造
に
よ
り
、
住

み
た
い
ま
ち
、
活
力
あ
る
ま
ち
」
と
し
て
都
市
の
魅
力
を

向
上
さ
せ
る
。
さ
ら
に
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
お
よ
び
新

し
い
価
値
創
造
と
の
自
律
的
好
循
環
の
形
成
と
、
新
し
い

都
市
像
の
提
示
な
ど
波
及
効
果
が
期
待
で
き
る
。

　
政
策
効
果
の
見
え
る
化
に
よ
る
将
来
目
標

未
来
都

市

の
共
有
が
重
要
だ
。

信時氏
「
都
市
ブ
ラ
ン
ド
」
の
確
立
へ

　
２
０
１
０
年

月
に
作
成
さ
れ
た
「
横
浜
市
中

期
４
か
年
計
画
」
の
柱
と
し
て
、
横
浜
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ｙ
Ｓ
Ｃ
Ｐ

の
展
開
な

ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
「
横
浜
版
成
長
戦
略
」
が
打
ち
出
さ

れ
た
。

　
Ｙ
Ｓ
Ｃ
Ｐ
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
横
浜
市
は
経
済
産
業

省
の
「
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
シ
ス
テ
ム
実
証
地
域
」

に
昨
年
４
月
に
選
定
さ
れ
た
。
横
浜
市
は
ス
マ
ー
ト
グ
リ

ッ
ド
を
新
し
い
都
市
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
構
築
し
、
「
都
市

ブ
ラ
ン
ド
」
を
確
立
す
る
。

　
Ｙ
Ｓ
Ｃ
Ｐ
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
主
に

大
規
模
な
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

一
般
世
帯
向
け
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

事
業
者

向
け
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

Ｂ
Ｅ
Ｍ

Ｓ

地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

Ｃ

Ｅ
Ｍ
Ｓ

と
大
規
模
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
相
互
補
完
な
ど

に
取
り
組
む
。

　
Ｃ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
で
は
、
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
、
み
な
と
み
ら

い

、
横
浜
グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー
の
３
エ
リ
ア
の
ス
マ
ー
ト

化
お
よ
び
各
地
区
と
大
規
模
エ
ネ
ル
ギ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
相
互
連
携
・
制
御
を
実
現
す
る
。

松岡氏
生
産
消
費
者
へ
の
変
革

　
北
九
州
市
が
展
開
し
て
い
る
「
北
九
州
ス
マ
ー

ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
造
事
業
」
の
定
性
的
な
全
体

目
標

目
指
す
べ
き
社
会
像

と
し
て
、
住
民
や

事
業
所
な
ど
需
要
家
が
太
陽
光
発
電
な
ど
を
設
置
す
る
こ

と
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
単
な
る
消
費
者

コ
ン
シ
ュ
ー
マ

ー

に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
生
産
消
費
者

プ
ロ
シ
ュ

ー
マ
ー

へ
変
革
す
る
こ
と
を
掲
げ
て
い
る
。

　
ま
た
、
従
来
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
者
に
加
え
、
生

産
消
費
者
で
あ
る
市
民
や
事
業
者
が
「
考
え
」
「
参
加
す

る
」
こ
と
で
、
人
々
が
自
ら
使
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
自
ら
管

理
す
る
、
「
デ
マ
ン
ド
サ
イ
ド
・
セ
ル
フ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」
の
実
現
を
目
指
す
。

　
定
量
的
な
目
標
で
は
、
ト
ー
タ
ル
で
市
内
一
般
街
区
と

比
較
し
て
、
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

を

％
削
減
す

る
。
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
大
量
導
入
時
に
お
い
て
も
周
波
数
や

電
圧
の
変
動
を
一
定
の
範
囲
内

電
圧
は
１
０
１

６

、
周
波
数
は

に
維
持
す
る
。

　
市
民
み
ん
な
は
北
九
州
市
が
環
境
モ
デ
ル
都
市
と
な

っ
た
こ
と
を
本
当
に
誇
り
に
思
っ
て
い
る
。
市
民
の
心
が

一
つ
に
な
り
、み
な
、楽
し
み
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
る
。

パネリストの発表要旨

■
モ
デ
レ
ー
タ
ー
■

住
環
境
計
画
研
究
所
所
長

中
上
　
英
俊
氏

■
パ
ネ
リ
ス
ト
■

建
築
研
究
所
理
事
長

村
上
　
周
三
氏

横
浜
市
温
暖
化
対
策
統
括
本
部
長

信
時
　
正
人
氏

北
九
州
市
環
境
局
環
境
未
来
都
市
担
当
理
事

松
岡
　
俊
和
氏

パ
ネ
ル
討
論

各
都
市
の
努
力
に
深
く
感
謝
…
村
上
氏

「
市
民
力
」
を
テ
ー
マ
に
展
開
…
信
時
氏

自
ら
創
造
し
、
発
展
さ
せ
る
…
松
岡
氏

基調講演省エネルギーの推進に向けて

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
低
減
へ
の
努
力
を

　

年
か
ら

年
ま
で
の
先
進

諸
国
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

は
、
東
独
を
併
合
し
た
ド
イ
ツ

を
除
き
、
ほ
と
ん
ど
が
プ
ラ
ス

と
な
っ
て
い
る
。

　
転
じ
て
、
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー

経
済
研
究
所
エ
ネ
ル
ギ
ー
統
計

要
覧
で
の
わ
が
国
の
部
門
別
分

析
で
は
、
産
業
部
門
エ
ネ
ル
ギ

ー
需
要
の
特
性
と
し
て
、
「
活

動
量
は
常
に
増
加
傾
向
に
あ

る
」
と
判
断
。
原
単
位
は
、
２

０
０
０
年
代
に
入
り
改
善
の
方

向
が
み
え
て
い
る
も
の
の
、
マ

ク
ロ
に
み
た
各
産
業
原
単
位
は

あ
ま
り
下
が
っ
て
い
な
い
。
こ

の
た
め
今
後
、
「
原
単
位
低
減

に
最
大
限
の
努
力
を
払
う
必
要

が
あ
る
」
と
強
調
す
る
。

　
家
庭
部
門
で
は
今
後
、
「
暖

房
、
給
湯
需
要
の
抑
制
が
重
要

課
題
」
と
指
摘
。
業
務
部
門
は

オ
フ
ィ
ス
面
積
の
抑
制
。
貨
物

運
輸
需
要
で
は
「
車
か
ら
鉄
道

な
ど
へ
の
シ
フ
ト
が
鍵
」
と
み

る
。

　
こ
れ
ら
の
分
析
結
果
か
ら
各

部
門
の
原
単
位
は
、

年
代
に

は
停
滞
な
い
し
む
し
ろ
悪
化
傾

向
で
あ
っ
た
が
、
２
０
０
０
年

代
に
入
っ
て
ど
の
部
門
で
も
改

善
方
向
に
あ
る
。
今
後
は
、
こ

れ
を
加
速
す
る
こ
と
が
重
要
と

な
る
。

　
活
動
量
の
面
で
は
業
務
部
門

の
床
面
積
拡
大
を
今
後
ど
う
抑

え
る
か
が
課
題
。
ま
た
、
構
造

変
化
で
は
、
運
輸
面
で
の
自
動

車
比
重
を
如
何
に
低
減
す
る
か

が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
Ｉ
Ｅ
Ａ

国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー

機
関

は
２
０
５
０
年
に
世
界

の
Ｃ
Ｏ
２
、
あ
る
い
は
温
室
効

果
ガ
ス
の

％
削
減
目
標
に
対

応
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
化
政

策
を
提
言
。
建
築
物
関
係
で

は
、
新
築
ビ
ル
の
規
制
的
総
合

的
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
基
準
を
確

立
す
る
。
機
器
関
係
で
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
特
性
に
関
す
る
要
請

と
ラ
ベ
ル
の
規
制
化
、
次
に
ス

タ
ン
ド
バ
イ

待
機

電
力
な

ど
低
出
力
時
の
電
力
の
低
減
な

ど
を
提
示
。
照
明
関
係
で
は
白

熱
電
球
の
利
用
停
止
お
よ
び
非

居
住
ビ
ル
の
照
明
の
総
合
的
基

準
化
を
求
め
て
い
る
。

　
運
輸
分
野
で
は
燃
料
効
率
の

よ
い
タ
イ
ヤ
の
採
用
を
目
指

す
。
産
業
関
係
は
、
モ
ー
タ
ー

の
最
低
効
率
基
準
の
導
入
を
明

示
し
て
い
る
。

　
Ｉ
Ｅ
Ａ
が
省
エ
ネ
社
会
に
取

り
入
れ
よ
う
と
企
図
す
る
基
本

的
な
考
え
方
は
、
規
制
と
い

う
よ
り
、
む
し
ろ
規
律
と
言

い
換
え
た
方
が
適
切
で
あ
る
。

　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
過
去
に
お
い
て
エ
ネ
ル
ギ
ー

需
要
は
、
世
界
的
に
増
加
傾
向

に
あ
っ
た
。
今
後
は
こ
れ
を
低

減
に
向
け
る
努
力
が
必
要
と
な

る
。
日
本
の
各
分
野
エ
ネ
ル
ギ

ー
需
要
は

世
紀
単
調
増
加
、

世
紀
に
入
っ
て
や
や
低
減
に

向
か
う
。

　
私
か
ら
は
、
総
合
的
な
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
方
策
を
提
起
す
る
。

ま
ず
、
技
術
的
方
策
。
車
の
燃

費
改
善
を
は
じ
め
個
別
要
素
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
化
が
あ
る
。

ま
た
、
シ
ス
テ
ム
化
は
総
合
効

率
の
改
善
に
つ
な
が
る
。
カ
ス

ケ
ー
デ
ィ
ン
グ
な
い
し
排
熱
利

用
は
そ
の
中
心
的
役
割
を
果
た

す
。

　
次
が
規
制
的
方
策

法
的
対

策

お
よ
び
経
済
的
方
策
の
強

化
。
技
術
の
み
で
な
く
法
制
的

な
対
策
な
ど
が
必
要
に
な
る
。

　
中
上
　
環
境
モ
デ
ル
都
市

は
、
自
助
努
力
に
支
え
ら
れ
た

自
律
発
展
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
あ
る
。
国
か
ら
の
補
助
金
に

あ
ま
り
頼
る
わ
け
で
は
な
く
、

自
律
的
、
自
助
的
に
動
き
出
し

た
。

　
松
岡
　
最
近
よ
く
感
じ
る
の

が
、
「
創
造
す
る
力
」
。
地
方

が
最
近
衰
退
し
て
い
る
の
は
以

前
に
比
べ
、
「
創
造
す
る
力
」

が
落
ち
て
き
て
い
る
か
ら
で
は

な
い
か
と
思
う
。
そ
の
一
方

で
、
こ
の
モ
デ
ル
都
市
の
取
り

組
み
を
通
じ
、
自
ら
創
造
し
、

そ
れ
を
発
展
さ
せ
る
―
。
そ
ん

な
機
運
が
出
て
き
た
こ
と
に
私

は
感
謝
し
て
い
る
。

　
信
時
　
「

横
浜
型

と
い

う
の
は
、
一
体
ど
こ
に
オ
リ
ジ

ナ
リ
テ
ィ
が
あ
る
ん
だ
」
と
言

わ
れ
る
が
、
逆
に
自
分
た
ち
な

り
に
誇
り
を
持
っ
て
や
っ
て
き

た
面
も
あ
る
。
自
律
的
に
進
め

る
と
い
う
基
盤
と
し
て
は
、
究

極
的
に
は
、
大
都
市
制
度
の
問

題
が
大
き
く
絡
ん
で
く
る
よ
う

な
気
が
す
る
。
　

　
中
上
　
環
境
モ
デ
ル
都
市
と

い
う
テ
ー
マ
を
投
げ
か
け
た
と

き
、
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
反
響
に

な
っ
て
は
ね
返
っ
て
き
た
原
因

は
何
か
。

　
村
上
　
政
府
が
指
定
し
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
自

治
体
が
そ
れ
を
重
く
受
け
と

め
、
誇
り
に
思
い
、
大
い
に
励

ん
で
い
た
だ
い
た
。
指
定
さ
れ

た
こ
と
を
重
く
受
け
取
め
、
ご

尽
力
い
た
だ
い
た
各
都
市
の
努

力
に
感
謝
す
る
と
こ
ろ
が
非
常

に
大
き
い
。

　
中
上
　
地
方
自
治
体
が
直

接
、
事
業
に
関
わ
る
こ
と
は
、

あ
ら
ゆ
る
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー

と
対
峙
し
な
が
ら
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

　
信
時
　
横
浜
市
は
市
民
力

を
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
で
き

た
。Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
数
も
多
く
、環
境

に
対
し
て
一
家
言
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

さ
ん
も
多
々
い
ら
っ
し
ゃ
る
。

　
松
岡
　
私
ど
も
は
、
環
境
モ

デ
ル
都
市
関
係
で
１
５
０
以
上

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
て

い
る
。
私
ど
も
は
、
策
定
段
階

か
ら
企
業
市
民
、
あ
る
い
は
一

般
市
民
と
し
て
一
緒
に
議
論
し

て
い
き
な
が
ら
つ
く
り
上
げ
て

い
っ
た
。
我
々
、
行
政
と
し
て

の
課
題
は
、
こ
う
し
た
力
が
う

ま
く
機
能
す
る
よ
う
な
社
会
的

装
置
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

　
村
上
　
今
回
の
環
境
モ
デ
ル

都
市
の
最
大
の
成
果
の
一
つ

は
、
そ
の
市
民
力
の
見
え
る
化

に
成
功
し
た
点
に
あ
る
。
モ
デ

ル
都
市
は

あ
る
が
、
大
体
い

ず
れ
も
歴
史
が
あ
り
、
公
害
問

題
等
で
ご
苦
労
さ
れ
た
経
験
を

持
つ
都
市
が
多
い
。
こ
う
し
た

中
か
ら
市
民
の
力
は
生
ま
れ
て

く
る
。
波
及
効
果
と
し
て
、
市

民
の
人
た
ち
に
よ
る
社
会
的
連

帯
感
の
回
復
に
つ
な
が
る
。

　
中
上
　
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
自
体
、
内
閣
官
房
で
あ
っ
た

こ
と
で
、
自
由
度
を
少
し
担
保

で
き
た
と
思
う
。

　
村
上
　
日
本
は
、
こ
こ
で
大

掃
除
を
し
な
い
と
ど
う
し
よ
う

も
な
い
と
こ
ろ
に
来
て
い
る
。

課
題
先
進
国
の
日
本
は
こ
れ
を

契
機
に
、
市
民
の
関
心
も
大
変

高
い
今
、
マ
ク
ロ
な
視
点
に
立

っ
た
都
市
シ
ス
テ
ム
の
最
適
化

を
多
い
に
進
め
る
べ
き
だ
。

　
中
上
　
環
境
モ
デ
ル
都
市
づ

く
り
に
は
強
力
な
ガ
バ
ナ
ン
ス

が
重
要
。
そ
の
た
め
に
は
人
材

の
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切

に
な
る
。

　
信
時
　
各
部
署
に
は
必
ず

「
よ
し
、
や
っ
て
や
ろ
う
」
と

い
う
キ
ー
マ
ン
が
い
る
。
個
人

ベ
ー
ス
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中

で
の
組
織
化
が
創
成
期
に
は
必

要
。
そ
れ
を
徐
々
に
縦
横
に
広

げ
る
地
道
な
努
力
を
継
続
し
て

い
く
。

　
松
岡
　
正
直
申
し
上
げ
れ

ば
、
心
が
折
れ
そ
う
な
と
き
が

あ
っ
た
。
そ
の
と
き
に
本
当
に

支
え
て
く
れ
る
の
が
、
民
間
の

仲
間
。
た
だ
、
幸
い
な
こ
と

に
、
役
所
の
中
で
も
大
胆
な
こ

と
が
言
え
る
雰
囲
気
に
な
っ
て

き
た
。
以
前
に
比
べ
て
か
な
り

進
ん
で
き
た
と
思
う
。

　
中
上
　
き
ょ
う
会
場
に
お
越

し
の
方
々
は
企
業
人
が
多
い
と

思
う
。
こ
れ
を
機
会
に
自
治
体

と
企
業
が
お
互
い
の
智
恵
を
出

し
合
う
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

（ ） 【特別企画】 ２０１１年 平成２３年 １２月２６日 月曜日 　　


